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平
成
　
年
度

２３
行
政
施
策
方
針

（
3
月
定
例
議
会

　
町
長
所
信
表
明
よ
り
抜
粋
）

　
始
め
に
、
東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
々
へ
哀
悼
の
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
被
災
者
の
皆
さ
ま
へ
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
い
ま
日
本
は
「
戦
後
最
大
の
危
機
」
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
の
深
刻
な
状
況
に
あ

り
、
被
害
の
大
き
さ
に
心
が
痛
み
ま
す

が
、
そ
の
一
方
で
、
助
け
合
い
・
支
え
合

い
の
精
神
、
郷
土
愛
の
大
切
さ
を
身
に

染
み
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。
本
町
で
も
、

地
域
の
つ
な
が
り
や
島
の
良
さ
を
守
り

な
が
ら
、
振
興
策
を
更
に
力
強
く
推
進

す
る
た
め
に
、「
自
分
た
ち
の
島
は
自
ら

守
り
、
自
ら
切
り
拓
く
」
と
い
う
立
町
の

精
神
に
立
ち
か
え
り
、
新
年
度
も
揺
る

ぎ
な
い
町
政
運
営
に
努
め
る
覚
悟
で
ご

ざ
い
ま
す
。

■
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

　
自
立
促
進
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
行
財
政

改
革
に
よ
り
、
平
成
　
年
度
か
ら
赤
字

１６

補
填
の
た
め
の
基
金
の
取
り
崩
し
は
な

く
、地
方
債
残
高
も
　
年
度
末
で
は
　
・

２１

７６

９
億
円
と
　
年
度
末
と
比
べ
て
約
　
％

１３

２５

減
っ
て
お
り
ま
す
。
自
治
体
財
政
の
健
全

度
を
表
す
、
実
質
公
債
費
比
率
等
の
４

指
標
と
公
営
企
業
の
資
金
不
足
比
率

は
、
い
ず
れ
も
財
政
健
全
化
判
断
の
基

準
を
下
回
っ
て
お
り
、
今
後
も
地
方
債
残

高
や
公
債
費
が
下
が
る
見
込
み
で
あ
る

た
め
、
健
全
な
状
況
で
推
移
し
て
い
く
も

の
と
予
想
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、　

年
度

２３

当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
第
４
次
海
士

町
総
合
振
興
計
画
の
実
現
に
向
け
た
諸

事
業
、
特
に
産
業
創
出
な
ど
に
よ
る
雇

用
創
出
、
定
住
対
策
、
隠
岐
島
前
高
校

の
魅
力
化
を
含
め
た
人
づ
く
り
な
ど
に

重
点
配
分
し
て
お
り
ま
す
。
人
件
費
に
つ

い
て
は
、　

年
４
月
１
日
の
ラ
ス
パ
イ
レ

２２

ス
指
数
は
　
・
５
と
全
国
で
も
低
位
置

８４

に
あ
り
ま
す
。　
年
度
当
初
予
算
で
は
、

２３

人
口
減
少
に
よ
る
地
方
交
付
税
等
の
減

額
の
影
響
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
現
状
維
持
と
さ
せ
て
戴
く
こ
と
と

致
し
ま
し
た
。ま
た
　
年
度
中
に
は
、
国

２３

勢
調
査
の
結
果
に
伴
う
地
方
交
付
税
減

額
の
影
響
を
考
慮
し
た
５
年
か
ら
　
年
１０

後
の
中
長
期
の
財
政
計
画
を
作
成
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
健
康
福
祉

　
障
が
い
者
福
祉
、
高
齢
者
福
祉
と
も

に
、
施
設
の
新
築
や
設
備
改
修
な
ど
を

進
め
て
ハ
ー
ド
面
は
整
っ
た
も
の
の
、
専

門
ス
タ
ッ
フ
の
不
足
と
い
う
問
題
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
介
護
福
祉
士
等
専
門
マ
ン
パ

ワ
ー
の
確
保
は
海
士
の
福
祉
に
と
っ
て
喫

緊
の
課
題
で
す
。昨
年
末
よ
り
、
関
係
機

関
に
よ
る
人
材
確
保
検
討
会
を
開
催

し
、
共
同
で
募
集
事
業
も
展
開
す
る
等

の
努
力
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　
保
健
関
係
で
は
、
糖
尿
病
対
策
な
ど

従
来
か
ら
の
事
業
に
加
え
、
が
ん
対
策

や
、
各
検
診
の
受
診
率
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。ま
た
、
保
健
分

野
で
も
障
が
い
者
の
相
談
支
援
事
業
な

ど
専
門
職
の
役
割
が
増
大
し
て
お
り
、

人
材
育
成
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

■
住
民
生
活
関
連

　
診
療
所
で
は
看
護
師
の
確
保
が
急
務

で
す
。　
年
度
は
、
看
護
師
確
保
対
策
の

２３

一
環
と
し
て
看
護
師
住
宅
２
棟
３
戸
の

整
備
を
行
い
、
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え

な
が
ら
、診
療
体
制
の
維
持
・
機
能
確
保

に
努
め
て
参
り
ま
す
。
歯
科
診
療
所
で

は
、
今
年
度
予
算
に
在
宅
患
者
さ
ん
の

治
療
と
摂
食
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
の
機
器

購
入
費
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
口

腔
ケ
ア
対
策
等
の
予
防
に
も
幅
広
く
対

応
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
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■
産
業
の
振
興

　
本
町
の
地
域
資
源
を
活
用
す
る
島

ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
化
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
は
、
交
流
活
動
や
販
促
活

動
を
通
じ
て
着
実
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
げ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
例
年
に
増
し

て
産
業
関
係
の
視
察
者
が
多
く
、
全
国

か
ら
１
５
９
組
、
９
９
０
名
に
も
上

り
、
町
内
に
お
け
る
経
済
的
な
波
及
効

果
に
も
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り

ま
す
。

　
本
年
度
も
、
海
士
流
の
生
産
、
加
工
、

流
通
、
販
売
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
６

次
産
業
化
」
の
取
り
組
み
を
一
層
強
化

し
、
雇
用
創
出
に
努
め
る
と
共
に
、
さ
ら

な
る
産
業
交
流
の
拡
大
に
取
り
組
む
べ

く
、次
の
施
策
を
重
点
的
に
進
め
ま
す
。

《
　
農
　
業
　
》

　
新
年
度
は
宮
中
の
恒
例
行
事
で
あ
る

「
新
嘗
祭
」
に
献
上
す
る
米
を
海
士
町

で
栽
培
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、 献
穀
 

け
ん
こ
く

 米
 の
儀
式
を
通
じ
て
、
ま
た
、
後
鳥
羽
天

ま
い皇

も
こ
の
島
で
海
士
の
米
を
お
召
し
上

が
り
に
な
ら
れ
て
い
た
と
い
う
歴
史
的

背
景
な
ど
も
ご
紹
介
し
な
が
ら
、「
海

士
産
米
」
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
参

り
ま
す
。ま
た
、
黒
大
豆
に
つ
い
て
、
枝

豆
な
ど
新
た
な
販
売
形
態
で
の
実
証
試

験
を
行
っ
て
今
後
の
生
産
拡
大
に
繋
げ

て
い
く
と
と
も
に
、
海
士
産
み
か
ん
の

再
生
に
も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

《
　
畜
　
産
　
》　

　
隠
岐
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
取

り
組
み
と
繁
殖
農
家
の
規
模
拡
大
に
向

け
た
基
盤
整
備
を
積
極
的
に
支
援
し
て

お
り
ま
す
。
全
国
的
に
枝
肉
価
格
が
低

迷
す
る
中
、
更
な
る
隠
岐
牛
の
品
質
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

り
、引
き
続
き
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

《
 第
三
セ
ク
タ
ー（
ふ
る
さ
と
海
士
） 》

　
Ｃ
Ａ
Ｓ
事
業
に
関
し
て
は
、
当
初
目

標
を
若
干
下
回
る
も
の
の
前
年
度
比
１

１
５
％
と
着
実
に
販
売
実
績
を
伸
ば
し

て
お
り
ま
す
。
主
力
商
品
の
白
イ
カ
に

加
え
ス
ル
メ
イ
カ
も
豊
漁
で
、
次
期
販

売
分
の
在
庫
も
十
分
確
保
で
き
る
な

ど
、
漁
業
者
の
所
得
向
上
に
も
大
き
く

貢
献
で
き
ま
し
た
。ま
た
、
１
月
に
東
京

で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
ご
当
地
ど
ん
ぶ

り
選
手
権
」
に
海
士
町
観
光
協
会
が
初

出
場
し
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
寒
シ
マ
メ
漬
け
丼
で

見
事
第
７
位
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
多
く
の
方
に
Ｃ
Ａ
Ｓ
商
品
を
提
供

し
て
参
り
ま
す
。
一
方
、
塩
事
業
で
は
、

塩
の
生
産
過
程
に
お
け
る
海
水
濃
縮
の

処
理
能
力
が
限
界
に
達
し
て
お
り
、
対

策
と
し
て
濃
縮
棟
や
貯
水
タ
ン
ク
の
機

能
効
率
を
高
め
る
た
め
の
改
修
工
事
を

行
い
、
従
来
比
約
５
割
増
産
で
き
る
体

制
を
整
え
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
海
士
は
、
創
業
６
年
を
経

て
年
々
販
売
高
を
伸
ば
し
、
今
期
も
３

事
業
全
体
で
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し

た
。
来
期
も
第
一
川
崎
屋
な
ど
外
食

チ
ェ
ー
ン
店
に
加
え
、
新
規
に
取
引
が

始
ま
っ
た
西
日
本
高
速
道
路
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
の
各
店
舗
と
の
安
定
的
な
取
引

を
基
軸
に
、
２
次
加
工
に
よ
る
新
商
品

開
発
や
、
ネ
ッ
ト
通
販
『
島
風
生
活
。』

に
も
力
を
入
れ
な
が
ら
、「
隠
岐
・
海
士

の
島
風
便
」
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け

て
、
国
内
外
を
舞
台
に
フ
ァ
ン
を
拡
大

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

《
　
水
　
産
　
》

　
い
わ
が
き
養
殖
に
取
り
組
む
８
名
の

Ｉ
タ
ー
ン
漁
業
後
継
者
を
育
成
す
べ

く
、
３
年
後
に
は
町
全
体
で
　
万
個
の

５０

出
荷
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
新
た
に

諏
訪
湾
に
養
殖
筏
　
基
（
　
万
個
の
生

３６

３０

産
量
）
を
新
規
に
整
備
し
、
そ
れ
ぞ
れ

が
生
計
の
立
つ
養
殖
漁
業
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。
ま
た
、
燃
油
高
騰
に
悩
む

イ
カ
釣
り
漁
の
経
営
改
善
を
図
る
た
め

Ｌ
Ｅ
Ｄ
集
魚
灯
に
よ
る
漁
獲
調
査
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
新
漁
法
、
新

商
品
の
開
発
に
よ
る
付
加
価
値
漁
業
並

び
に
経
営
安
定
に
取
り
組
む
諸
団
体
の

活
動
に
は
、
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付

金
事
業
等
を
活
用
し
、
漁
業
再
生
へ
の

活
路
を
切
り
開
い
て
参
り
ま
す
。
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■
観
光
・
交
流
促
進

　
こ
れ
か
ら
の
観
光
振
興
は
、「
ど
ん
な
お

客
様
に
、
海
士
で
何
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
か
」
を
明
確
に
し
た
上
で
進
め
て
行
き

た
い
と
考
え
ま
す
。
言
わ
ば
、
海
士
町
の

観
光
基
準
を
作
る
作
業
で
す
。
海
士
町
観

光
協
会
は
今
年
、
任
意
団
体
か
ら
法
人
格

を
有
す
る
組
織
へ
と
変
わ
り
ま
す
。
依
存

体
質
か
ら
脱
却
し
、
自
ら
の
力
で
商
売
を

す
る
事
で
、
小
さ
く
て
も
結
果
を
出
す
こ

と
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
住
宅
環

境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
と
県
の
制
度

を
利
用
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
定
住
条
件
を
整
え
て
参
り

ま
す
。

■
消
防
防
災

　
６
月
か
ら
全
て
の
住
宅
に
火
災
報
知

器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
隠
岐
島
消
防
署
と
連
携
し
て
設
置

状
況
の
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
特
に
独
居

高
齢
者
な
ど
災
害
弱
者
に
配
慮
し
な
が

ら
普
及
活
動
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た

自
然
災
害
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
震
災
発

生
の
可
能
性
は
低
い
も
の
の
、
台
風
等
に

よ
る
豪
雨
災
害
や
高
潮
被
害
な
ど
、
不
測

の
事
態
に
備
え
た
防
災
対
策
を
怠
る
こ
と

な
く
、
避
難
所
の
設
定
等
の
見
直
し
を
行

う
な
ど
、
引
き
続
き
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
必
要
な
対
策
を
講
じ
て

参
り
ま
す
。

■
情
報
政
策

　
い
よ
い
よ
　
年
度
か
ら
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

２３

網
を
町
内
全
域
に
整
備
し
た
「
あ
ま
光

ネ
ッ
ト
」
の
運
用
を
開
始
い
た
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
情
報
格
差
の
解
消
や
地
上
波

デ
ジ
タ
ル
放
送
の
配
信
な
ど
、
情
報
通
信

イ
ン
フ
ラ
は
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
ま
す
。

防
災
無
線
や
チ
ラ
シ
に
替
わ
る「
告
知
シ
ス

テ
ム
」
も
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
今
後

は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
に
密
着
し
た
バ

ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
情
報
提
供
な
ど
、
多
様
な

活
用
方
法
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　「
あ
ま
光
ネ
ッ
ト
」
の
将
来
構
想
と
し
ま

し
て
は
、
自
主
放
送
局
の
開
設
と
独
自
の

番
組
配
信
、
路
線
バ
ス
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
化

や
配
食
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
暮
ら
し
の
サ

ポ
ー
ト
を
は
じ
め
、
防
災
、
医
療
、
福
祉
、

教
育
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
の
展
開
も
視

野
に
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　
隔
月
発
行
の
「
広
報
海
士
」
は
、
町
民
の

ほ
か
出
郷
者
の
皆
様
な
ど
多
く
の
方
々
に

ご
覧
頂
い
て
お
り
ま
す
。
海
士
町
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
サ
イ
ト
で
の
情
報
発
信
も
積
極
的

に
行
っ
て
お
り
、こ
れ
を
利
用
し
た
問
い
合

わ
せ
や
視
察
申
込
み
な
ど
も
沢
山
頂
い
て

お
り
ま
す
。今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
さ
ら

な
る
充
実
を
図
り
、
こ
ま
め
に
情
報
更
新

で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、「
あ

ま
光
ネ
ッ
ト
」
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
と
の
効

果
的
な
連
携
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（（※※））６６次産次産業業

農業や水産業などの第一次産業　農業や水産業などの第一次産業がが、食品加工（第二次産業）、食品加工（第二次産業）やや
流通・販売（第三次産業）にも業務展開し複合化・多角化した経流通・販売（第三次産業）にも業務展開し複合化・多角化した経営営
形態のこと。第一次産業の１と第二次産業の２、第三次産業の３形態のこと。第一次産業の１と第二次産業の２、第三次産業の３をを
掛け算すると６になることから、各産業の有機的・総合的連携を掛け算すると６になることから、各産業の有機的・総合的連携を図図
るという意味で６次産業化と表現されるるという意味で６次産業化と表現される。。

　
特
に
、
海
士
町
漁
協
が
新
規
に
取
り

組
む
干
物
類
及
び
海
藻
類
の
新
商
品
開

発
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
6
次
産
業

化
（
※
）
関
連
事
業
を
活
用
し
、
菱
浦
旧

大
漁
の
荷
捌
き
所
を
加
工
処
理
施
設
と

し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

　
資
源
管
理
と
資
源
開
発
の
視
点
か
ら

は
、
魚
介
類
の
棲
息
場
確
保
と
漁
獲
量

増
加
を
図
る
た
め
、
投
石
魚
礁
（
つ
き
い

そ
）
を
継
続
実
施
し
、
併
せ
て
藻
場
造
成

を
進
め
ま
す
。一
方
、
希
少
海
藻
を
利
活

用
す
る
た
め
、
生
産
技
術
や
育
種
の
研

究
開
発
を
行
う
「
種
苗
生
産
販
売
・
研

究
・
教
育
交
流
施
設
」
を
レ
イ
ン
ボ
ー

ビ
ー
チ
西
側
丘
陵
地
に
整
備
し
ま
す
。

同
時
に
、
本
施
設
の
運
営
と
海
藻
の
幅

広
い
商
品
化
を
促
す
た
め
民
間
企
業
や

研
究
機
関
の
誘
致
に
取
り
組
み
、
産
学

官
連
携
で
「
環
境
漁
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
化
」

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

《
　
林
　
業
　
》　

　
森
林
組
合
や
復
興
公
社
と
連
携
し
、

町
内
各
産
業
団
体
も
巻
き
込
ん
だ
海
士

町
産
業
資
源
利
活
用
検
討
評
価
委
員

会（
仮
）を
設
置
し
、
４
次
総
を
具
現
化

す
る
た
め
の
行
動
指
針
と
年
次
計
画
を

ま
と
め
ま
す
。ま
た
、
間
伐
材
を
利
用
し

た
魚
礁
設
置
の
実
証
実
験
を
は
じ
め
、

植
林
事
業
や
里
山
里
海
保
全
運
動
を

引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。
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■
教
育
委
員
会
関
連

　
　
年
度
は
人
づ
く
り
元
年
か
ら
５
年

２３
目
を
迎
え
る
小
さ
な
節
目
の
年
で
す
。

学
校
、
家
庭
、
地
域
、
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
、
島
ぐ
る
み
で
『
人
間
力
溢
れ
る

人
づ
く
り
』に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
学
校
教
育
課
で
は
、
引
き
続
き「
学
力

向
上
」、「
読
書
活
動
の
推
進
」、「
ふ
る
さ

と
環
境
教
育
の
推
進
」の
３
つ
に
重
点
的

に
取
り
組
み
ま
す
。　

年
度
よ
り
本
格

２１

的
に
動
き
出
し
た
保
～
高
連
携
教
育
推

進
協
議
会
は
、
各
部
会
が
活
発
化
し
た

こ
と
に
よ
り
教
員
の
自
主
的
な
研
修
会

等
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
児

童
・
生
徒
の
学
力
向
上
に
向
け
て
機
運

が
高
ま
り
ま
し
た
。さ
ら
に
　
年
度
は
親

２３

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
の
連
携
組
織
を
整
え
、
親
同

士
が
共
に
育
ち
、
育
て
あ
う
環
境
づ
く

り
を
行
い
ま
す
。

　
公
共
心
や
愛
郷
心
を
醸
成
す
る
社

会
教
育
を
担
う
地
域
共
育
課
も
３
年

目
を
迎
え
ま
す
。「
人
と
人
、
人
と
地
域

を
つ
な
ぐ
」と
い
う
想
い
の
も
と
、
各
地
域

の
課
題
を
把
握
し
て
対
応
策
を
検
討
す

る
た
め
調
査
を
行
い
、
課
題
解
決
の
糸

口
を
見
い
だ
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
新
年

度
は
「
集
落
支
援
員
」
を
増
員
し
、
支
援

関
係
者
を
統
括
す
る
組
織
の
立
ち
上
げ

を
検
討
す
る
な
ど
し
て
、
集
落
支
援
の

体
制
を
強
化
し
ま
す
。

　
昨
秋
の
開
発
セ
ン
タ
ー
改
修
に
伴
い

中
央
公
民
館
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
中
央

図
書
館
が
開
館
し
た
こ
と
で
、
大
幅
な

機
能
拡
充
が
図
れ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は

中
央
公
民
館
の
機
動
力
を
活
か
し
、
地

区
公
民
館
と
連
携
し
な
が
ら
、
町
民
の

皆
さ
ん
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参

画
で
き
る
枠
組
み
を
つ
く
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
海
士
町
体
育
ク
ラ
ブ
」
を
設

立
い
た
し
ま
す
。本
ク
ラ
ブ
は
現
「
海
士

町
体
育
協
会
」
を
母
体
と
し
た
新
た
な

組
織
で
、
町
の
総
合
的
な
ス
ポ
ー
ツ
振

興
と
地
域
づ
く
り
の
活
性
化
が
目
的
で

す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
健
康
づ
く
り

と
、
人
々
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
る
場
を
つ

く
り
、
町
民
が
生
き
生
き
と
元
気
で
暮

ら
せ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

《
 島
前
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 》

　
　
年
度
入
学
の
島
前
高
志
願
者
数

２３
が
定
員
を
超
え
る
な
ど
、
確
か
な
成
果

が
出
て
い
ま
す
。
こ
の
実
績
を
も
と
に
、

　
年
度
入
学
生
か
ら
念
願
の
２
ク
ラ
ス

２４化
と
そ
れ
に
伴
う
教
員
定
数
２
名
増
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。一
方
、
島
外
か
ら

の
生
徒
流
入
で
地
元
生
徒
が
入
れ
な
く

な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
中
学
生
の
学
力

の
底
上
げ
や
、
県
内
の
入
学
定
員
に
制

限
を
設
け
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
も

ら
う
よ
う
高
校
と
一
緒
に
県
と
協
議
し

て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
ま
た
　
年
度
か
ら
、「
特
別
進
学
コ
ー

２３

ス
」
と
「
地
域
創
造
コ
ー
ス
」
が
始
ま
り
ま

す
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
夢
の
実
現
と
、

将
来
、
地
域
で
事
業
や
産
業
を
つ
く
っ
て

い
け
る
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
指

し
、
２
コ
ー
ス
の
立
ち
上
げ
支
援
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　「
隠
岐
國
学
習
セ
ン
タ
ー
」
は
、
中
学

３
年
生
向
け
の
受
験
対
策
講
座
も
行
う

な
ど
ニ
ー
ズ
が
広
が
っ
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
よ
り
広
い
場
所
へ
の
移
転
も
含

め
て
、
充
実
し
た
学
習
環
境
の
整
備
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
「
地
域
教
育
再
生
モ
デ
ル
事

業
」
は
今
年
度
い
っ
ぱ
い
で
国
の
補
助
が

終
わ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
自
立
し
て
い

け
る
事
業
形
態
を
模
索
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
ど
う
か
皆
様
の
お
知
恵
も
お
貸
し

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
島
根
県
も
本
年
度
か
ら
３

年
間
の「
離
島
・
中
山
間
地
域
の
高
校
魅

力
化
・
活
性
化
事
業
」を
創
設
し
、本
格

的
に
テ
コ
入
れ
を
し
て
い
く
動
き
が
始
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
が
一
過
性
の

花
火
で
終
わ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
島
前

高
校
を
中
心
と
し
な
が
ら
県
と
３
町
村

で
支
援
し
て
い
く
持
続
可
能
な
体
制

を
、
こ
の
３
年
間
で
構
築
し
て
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。　
　
　
　
　（
以
　
上
）


